
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
定
め
る
目

標
に
届
か
な
か
っ
た
紀
の

川
市
や
紀
美
野
町
で
は
、

出
生
数
の
減
少
や
他
自
治

体
へ
の
転
出
超
過
が
想
定

よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
当
初
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
が
や
や
楽
観
的
な
視
点

に
立
っ
て
い
た
と
も
受
け

取
れ
ま
す
。

　

岩
出
市
は
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
も
関
連
す
る「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
来
年
度
改
訂
予

定
の
「
岩
出
市
長
期
総
合

計
画
」
に
統
合
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
現
段
階
で
は
現
状
分

析
を
お
こ
な
っ
た
資
料
は

発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
最
近
人
口
増
加

が
ほ
ぼ
止
ま
っ
て
い
る
状

態
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で

定
め
た
目
標
に
は
届
い
て

い
ま
せ
ん
。

人
口
の
奪
い
合
い
の

時
代
を
生
き
抜
く
？

　

和
歌
山
県
全
体
の
人
口
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「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

は
約
50
年
先
の
自
治
体
の

持
続
可
能
性
を
見
据
え

て
、
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
た
め
に
必
要
な
施
策
が

多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、
一
般

的
に
は
２
０
２
０
年
以
降

５
年
お
き
に
目
標
と
す
る

人
口
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
年

の
人
口
を
用
い
る
こ
と

で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
短

期
的
な
成
果
を
測
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

　

多
く
の
自
治
体
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
将
来
の

人
口
減
少
を
ど
こ
ま
で
緩

や
か
に
す
る
か
」
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
生
率
を
ど
こ
ま
で
引
き

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

考
え
方
と
は

　

こ
れ
ま
で
も
「
わ
か
つ

く
」
で
は
、
人
口
の
推
移

に
自
治
体
ご
と
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
こ
と
を
ご
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。「
２
０

１
０
年
の
国
勢
調
査
を

ベ
ー
ス
に
２
０
１
３
年
に

発
表
さ
れ
た
将
来
推
計
人

口
」
と
、「
２
０
１
５
年

の
国
勢
調
査
を
ベ
ー
ス
に

２
０
１
８
年
に
発
表
さ
れ

た
将
来
推
計
人
口
」
と
の

間
で
、
人
口
減
少
の
傾
向

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

自
治
体
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
が
求
め
ら
れ
た
の
は

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
の

問
題
が
叫
ば
れ
た
こ
と
が

大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。

「第 1 次人口ビジョン」の成果や如何に
　かつて「わかつく」では、県内自治体の人口減少への対策を取りまとめた「人口ビジョン」について取り上げました。ほとんどの自治体では、最初
に策定された「人口ビジョン」の改訂が進められ、当初の「人口ビジョン」の成果についてが記載されています。わかつく 239 号で取り上げた今年 4
月 1日推計人口とともにみていきましょう。

上
げ
る
か
、
転
入
を
ど
こ

ま
で
増
や
す
か
、
な
ど
人

口
減
少
の
抑
制
策
を
数
パ

タ
ー
ン
例
示
。
自
治
体
と

し
て
ど
の
パ
タ
ー
ン
を
採

用
す
る
か
、
目
標
と
す
る

将
来
の
人
口
を
ど
う
設
定

す
る
か
、
に
つ
い
て
は
自

治
体
の
考
え
方
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は

達
成
さ
れ
て
い
る
か

　

左
上
の
表
は
、
今
年
４

月
１
日
の
推
計
人
口
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
（
社
人
研
）
が
13

年
と
18
年
に
予
測
し
た
今

年
の
推
計
人
口
、
第
１
次

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
ら

れ
た
今
年
の
推
計
人
口
の

一
覧
表
で
す
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
和
歌

山
市
と
海
南
市
に
つ
い
て

は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
ほ

ぼ
近
い
人
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
岩
出
市
は

２
・
８
％
の
乖
離
、
紀
の

川
市
と
紀
美
野
町
は
５
％

以
上
の
乖
離
が
あ
り
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
率
と

い
う
視
点
だ
け
で
み
る
と

厳
し
い
数
字
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
５
市
町
の
う
ち
、

岩
出
市
を
除
く
４
市
町

で
、
今
年
春
に
第
２
次
も

し
く
は
改
訂
版
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、
現
状
の
分
析
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
定
め
る
目

標
に
近
い
人
口
を
維
持
し

た
し
た
和
歌
山
市
や
海
南

市
で
は
、出
生
率
の
上
昇
、

子
育
て
世
代
の
転
入
増
、

健
康
な
高
齢
者
の
増
加
な

ど
が
人
口
維
持
に
至
っ
た

要
因
と
示
唆
さ
れ
て
い
ま

https://stopcovid19-for-npo.jp/

　全国のNPO支援機関が連携し、ネットワー
ク組織「CIS（「新型コロナウイルス」NPO支
援組織社会連帯）」が立ち上がりました。様々
な情報を発信しています。ぜひご覧ください。

NPOのための新型コロナ
ウイルス対応お役立ちサイト

が
年
間
約
１
万
人
減
少
す

る
な
か
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

達
成
に
向
け
て
は
、
自
治

体
間
で
「
人
口
の
奪
い
合

い
」
が
起
こ
り
始
め
て
い

る
側
面
も
み
え
て
い
ま

す
。

　

前
節
で
触
れ
た
と
お

り
、
和
歌
山
市
周
辺
の
自

治
体
間
で
も
転
入
出
や
出

生
率
の
変
化
、
健
康
な
高

齢
者
数
の
推
移
に
差
が
み

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
出
生

率
の
向
上
や
子
育
て
世
代

の
転
入
増
の
た
め
に
行
政

が
担
っ
た
こ
と
、
地
域
住

民
が
担
っ
た
こ
と
、
企
業

が
担
っ
た
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
ヒ
ン

ト
が
み
え
て
き
そ
う
で

す
。

　

地
域
住
民
の
数
が
減
少

し
、
ひ
と
り
親
や
共
働
き

世
帯
の
増
加
、
定
年
の
延

長
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
地

域
の
様
々
な
組
織
の
担
い

手
不
足
が
叫
ば
れ
て
何
年

も
経
過
し
て
い
ま
す
。
社

会
の
変
化
に
地
域
社
会
は

ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
い

い
か
、
本
気
で
考
え
る
時

期
は
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

地
域
が
人
口
減
少
を

「
我
が
事
」
と
し
て
認
識

し
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
必
要
に

よ
っ
て
は
大
胆
に
仕
組
み

を
見
直
す
こ
と
も
必
要
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
（
志
場
久
起
）

わかつく
242 号は
8月 14 日付
の予定です

2020 年
4 月 1日
推計人口

2013 年に社人研が
推計した 2020 年人口と
実際の 2020 年人口の差

2018 年に社人研が
推計した 2020 年人口と
実際の 2020 年人口の差

第 1次人口ビジョン
に掲げる 2020 年
目標人口と達成率

わかつく編集部の
独自評価

まずま
ず？

まずま
ず？

きびし
い？

きびし
い？

ちょっと
きびしい

？

実際の人口動態に影響したとみられる主な要因

●和歌山市
　若い年代の社会増減が好転、合計特殊出生率の上昇
●海南市
　子育て世代の転入増、男性高齢者の死亡率低下
●紀の川市
　若い世代の流出が大きく、出生数も低迷
●紀美野町
　深刻な高齢化、人口流出、出生数の低迷

（参考）各自治体の第 2次もしくは改訂版人口ビジョン
※ 岩出市は現時点で現状分析をおこなった資料はない

　新型コロナウイルス感染症拡大にともなって、運営に様々な影響が発生している和歌山県内の
NPO・ボランティア団体を支援するために 5月下旬から募集していました「新型コロナに負けるな！
わかやまNPO活動応援基金」には県内からたくさんのご寄附をいただきました。

　ご寄附総額は 7月 28 日現在で 863,377円となりました。
　みなさまのご協力に心より感謝申し上げます。このご寄附額を原資に以下の 7 つの分野ごとに助
成先を公募しております。助成先の選定結果は追ってご案内いたします。

新型コロナに負けるな！わかやまNPO活動応援基金

多くのご協力ありがとうございました！
～わかやまNPOセンター　寄附文化を育てよう！キャンペーン～

親子の居場所活動づくり活動を停止することになり、
その間、子どもたち、親たちを支える場所が地域か
ら一つ減ることになりました。感染症の拡大が長期
化すれば、経済的・精神的な負担感やストレスが高
まることが想定され、心配しています。

A 子ども支援
子ども食堂、子どもの虐
待防止、民間学童保育な
ど子どもの豊かな育ちを
応援する事業

B 障害者支援
公的な障害福祉サービス
の枠組みから外れる障害
者支援を応援する事業

C 高齢者支援
公的な介護サービス等の
枠組みから外れる高齢者
支援を応援する事業

D 健康増進
住民の健康増進につなが
る地域のスポーツや介護
予防等を応援する事業

E まちづくり
新型コロナが落ち着いた
あとのまちづくり活動全
般を応援する事業

F 文化の振興
この間活動がストップし
ている様々な文化振興を
応援する事業

G 弱者支援
難病や病気の患者会や家
族会などをはじめ、様々
なハンディを負っている
方を応援する事業

※ 助成先は 8 月上旬に
決定、8 月中旬に発表
の予定です。

新型コロナウイルス感染症拡大にともなう
和歌山県内のNPO・ボランティア団体からの「声」

行政や福祉施設等と連携した研修会を年間数回、企
画・運営していますが、感染対策の徹底や、いわゆ
る「3 密」を避けた運営が求められることになりま
した。感染状況によっては研修会自体できなくなる
ことも考えられ、苦慮しています。

和歌山を訪れる外国人がほぼいなくなったため、外
国人観光客を対象に予定していたイベントが開催で
きませんでした。
外国人観光客がいつ戻ってくるのかわからず、見通
しが立たない状態です。

出展する予定だったイベントが急きょ中止になって
しまいました。数百人の来場を想定して準備した材
料がすべて在庫になってしまっています。

このような時期だからこそ必要な支援もあるのです
が、その支援をきちんとおこなうには人材の確保が
必要になります。人件費を支援してくれる助成金等
があればいいのですが・・・。

※わかやま NPO センターが 7 月初旬から実施している県内 NPO・ボラン
ティア団体対象アンケートから、紙面掲載用に一部編集しています。

オンラインミーティングの機会が増えましたが、オ
ンラインミーティングの知識が十分浸透している状
況ではなく、支援してくれる人材がほしいです。

日頃からアニマルセラピーをおこなっています。イ
ベント自体ほとんどできない状態となっていますが、
動物のエサ代などは日常的にかかるため、収支が圧
迫されています。


